
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 

 「天若湖アートプロジェクト」は，京都府南丹市日吉町にある

日吉ダム近傍において，2005 年より毎年夏に開催されているア

ートプロジェクトである。その中心をなすのはダム湖に水没した

5 つの集落を，「あかり」を湖面に配置することによって再現す

る大規模なインスタレーション「あかりがつなぐ記憶」である。 
 「あかりがつなぐ記憶」は，市民参加による直接的な風景づく

りであり，またプロジェクト自体が流域の環境保全に関わるコミ

ュニケーションを惹起する社会的なプログラムでもある。この２

点において天若湖アートプロジェクトはランドスケープと関わり

を持つといえる。 
 著者は本プロジェクトにおいて実行委員長等の要職を務めてき

た。本稿では，そこでの参与観察で得た情報を活用しつつ，プロ

ジェクトの特徴を描出する。その上で地域間交流の観点からプロ

グラムの分析・評価を試み，流域内コミュニケーションにおける

空間・風景その他の資源の編成手法について考察する。 
 
２．プロジェクトと本研究の背景 

 後述するように「天若湖アートプロジェクト」は，流域環境保

全団体とアート NPO の協働によって運営されており，「流域連

携活動」と「地域系アートプロジェクト」の２つの側面を持つ特

異なものとなっている。ここではその双方の流れを整理しておく。 
（１）流域環境保全とコミュニケーション 

１）流域連携活動の流れと「議論のルール」の整備 

 日本の水や水辺を巡る市民活動は，行政が行う公共事業に対す

る「闘争」「反対運動」という形を取ってきた。1984 年の「第

１回世界湖沼会議」を機に，各地の住民間の情報の共有の必要性

が確認され，1985 年より「水郷水都全国会議」が開催されるよ

うになった。当初は闘争的な色彩が強かったといわれる同会議だ

が，行政担当者や専門家も交えた場は，「対立から提言へ」1)へ

と変容していく。一方で，水環境についての問題は，治水，利水，

環境のどの観点からも当該地域だけの解決はあり得ず，利害を異

にする上下流との関わりを考えた上での合意形成が不可欠である

という認識が広がり，1993 年以降「全国水環境シンポ＆交流

会」（第１回は草加市で開催）が開催されていくこととなる。 
 「全国水環境シンポ＆交流会」は，具体的な問題の解決を目指

し，上下流の市民や専門家，行政の担当者などが，率直に意見を

交換できる「テーブル」を用意するものであった。特に注目すべ

きは，そこでの立場を超えた平等な議論のために，「３つの原則，

７つのルール」2)という，議論のためのルールが定められたこと

とである。ここからセクターを超えた流域における合意形成とい

う形で，コミュニケーションが明瞭に意識されることになる。流

域住民の意見を反映させる規程を持つ改正河川法（1997 年施

行）や，それに基づく淀川水系流域委員会（2001 年設置）も，

そうした流域での合意形成を，公的な政策決定の場で行うための

ものであった。また民間レベルでも流域連携活動は盛んになり，

各地で「流域ネットワーク」が結成され，沿川での市民活動を相

互に繋いでいくようになった。 
２）造園学その他の研究領域における「流域」の取り扱い 

 造園学において「流域」は，環境情報のマッピングやそれを通

じた環境管理計画の策定手法に関する研究の中で，主に地域環境

の客観的な空間単位として取り扱われてきた 3)。一方で環境社会

学分野では，地域住民の「日常的な知」を擁護する生活環境主義

の立場から，開発プロセスの分析が行われてきた。こうした研究

は水辺環境問題におけるプレイヤーやその環境観の多様さを抉出

し 4)，流域連携活動にも大きな影響を及ぼしてきた 5)。ここでは，

流域はそこに暮らす人々の共同主観的な環境観を踏まえる形で捉

え直されている。近年では，造園学においても流域内の市民活動

のネットワークに着目した研究が行われている 6)。 
３）桂川流域における流域連携活動の動向 

 天若湖アートプロジェクトが実施されている桂川は，京都市左

京区に源流を発し，南丹市，亀岡市，京都市を経て，八幡市付近
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で木津川，宇治川と合流して淀川となる。淀川水系の一大支流で

ありその 1,100km2 に及ぶ流域は京都府域にほぼ収まる（図‐
1）。桂川流域では 1990 年代までは河川環境保全活動は散発的
にしか行われてこなかったが，近畿３府県で開催された第３回世

界水フォーラムを機に，2003 年に桂川流域ネットワークが結成

され，そこから 2005年には天若湖アートプロジェクト，2008年
には保津川筏復活プロジェクトが定常的な活動を開始した。

2008年にはNPO法人プロジェクト保津川が結成され活発な活動
を展開している。現在は多団体が連携して河川美化，調査研究，

普及啓発といった活動を行っている。 
（２）地域系アートプロジェクトの動向	 

１）地域系アートプロジェクトの多様性	 

	 近年，美術館等の単独の会場ではなく，一定の広がりをもつ地

域において同時多発的に美術作品の展示やパフォーミングアート

の上演を行う，地域系アートプロジェクトと呼ばれる企画が多く

開催されるようになってきた。大規模で著名なものとしては，大

地の芸術祭・越後妻有アートトリエンナーレ（新潟県，2000 年
〜），横浜トリエンナーレ（横浜市，2001 年〜），瀬戸内国際
芸術祭（瀬戸内海，2010 年〜）といったものがある，小規模な
ものも各地で多数開催されている。この分野での際立った動きと

しては，アサヒビール芸術文化財団による，「アサヒ・アート・

フェスティバル（以下「AAF」と略す）」が挙げられる。これ
は全国各地で自立的に動いている比較的小規模な地域系アートプ

ロジェクトに助成するとともに，それらをネットワークで繋ぐも

のである。毎年多数のプロジェクトがこの AAF に参加するが，
その活動形態やコンセプトは，アーティストが牽引し地域性につ

いては特に顧慮しないものから地域振興を目的としたイベント性

の強いもの，現代美術を中心としたものから地域の伝統に注目し

たものまで多岐にわたり，典型が取り出せないほど多様である。 
２）地域系アートプロジェクトに見られる共通点	 

	 しかしながら，多くのプロジェクトに共通する特徴を見出すこ

とができる。 
	 第１点は，何らかの形で市民参加の仕組みを持っていることで

ある。AAF に参加しているプロジェクトは，もとより市民によ
る自主的な活動がほとんどであるが，大規模なものにおいても，

図‐1	 桂川流域図	 

京都市 

日吉ダム・天若湖 

亀岡市 

写真‐1	 点灯再現された世木林（手前）及び宮村（奥）	 
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越後妻有の「こへび隊」に見られるような，ボランティアの仕組

みを取り込むようになっている。第２点は仮設的な作品の台頭で

ある。1990 年代を中心に都市再開発等に併せて実施されたパブ

リックアートの作品が恒久的なものであったのに比べ，仮設型の

空間アート（インスタレーション）が多い 7)。第３点として，田

園地域への展開とその風景や風土性の重視が挙げられる。2001
年の越後妻有アートトリエンナーレの成功以降，先端的な都市地

域ではなく，田園地域を舞台としたプロジェクトが多く開催され

るようになった。近畿圏に限定しても，木津川アート（京都府木

津川市），西宮船坂ビエンナーレ（兵庫県西宮市），風と土の工

藝 in 琵琶湖高島（滋賀県高島市）等が，2010年以降開催されて

いる。これらにおいては，開催地域の里山風景や風土的なものが，

作品制作と鑑賞を支える重要な要素となっている。 
 天若湖アートプロジェクトにおいても，この３つの特徴を見出

すことができる。 
 
３．天若湖アートプロジェクト 

（１）桂川流域と天若湖アートプロジェクト 

 日吉ダムは，桂川（図‐1）の上流域京都府船井郡日吉町

（現・南丹市日吉町）に，水資源開発公団（現・独立行政法人水

資源機構）によって設置され，1998 年より管理開始されている

ダムである。1961年に計画が発表されて以来 30年余の闘争と折 
衝の後，５つの集落が水没し，さらに２つの集落が廃村となった。

これらの集落の住民の多くは日吉町内，亀岡市，京都市西郊など

に造成された集団移転地に移転した。一方新しく生まれた湖面に

ついても，幅広い市民による利活用が求められることとなった。 
 天若湖アートプロジェクトは，こうしてできたダム湖「天若

湖」を舞台に 2005 年より毎年執り行われてきた。アートプロジ

ェクトとしては，新しく生まれた公共空間である「湖面」の，新

しい市民的利用の発見と提案を，河川環境保全・流域連携活動と

しては，アートを通じた上下流の流域市民間の共感形成を目指し

てきた。 
（２）実行委員会の構成 

 天若湖アートプロジェクトは，多様な市民からなる実行委員会

によって運営されている。実行委員会には，アートＮＰＯ（アー

ト・プランまぜまぜ），河川環境保全団体（桂川流域ネットワー

ク，プロジェクト保津川），流域内外の大学（京都造形芸術大学，

京都市立芸術大学，摂南大学，京都学園大学，大阪商業大学等）

の教員及び学生有志，流域のミュージアム（亀岡市文化資料館，

南丹市日吉町郷土資料館）の学芸員，保津川下り（保津川遊船企

業組合）の若手船頭有志，地域のアーティストといった多彩な顔

ぶれが実行委員会に参加してきた。また京都市や京都府といった

地元自治体の後援の他，河川管理者である（独）水資源機構から

は，基準浮子の設置等の測量作業等などの技術的な支援を受けて

いる。 
（３）中心プログラム「あかりがつなぐ記憶」 

 大規模インスタレーション「あかりがつなぐ記憶」は天若湖ア

ートプロジェクトのきっかけとなり，今もなお中心であり続けて

いるプログラムである。 
 これは，ダム湖に水没した５つの集落について，その各家屋が

あった場所の真上にあたる水面に「あかり」を浮かべることによ

って，当時の集落の家の並びを再現するというものである。一戸

一戸の家屋は，一個の光の点によって示され，一切のディテイル

は省略されるが，道沿いに並ぶ家々等，集落の空間構造を可視化

される。人気のない山間部のダム湖であり，日が暮れた後，星空

と黒々とした山々のもとに広がる漆黒の湖面に，これら村の灯が

横たわることとなる（写真‐1）。 
 全集落を点灯再現した場合，その全長は４km 近くに及び，き

わめてスケールの大きなインスタレーションとなる。2005 年度

においては２集落の点灯再現に留まっていたが，測量プロセスな

ど作業手順の見直しや，湖面に浮かべる「あかり」装置の改善な

どにより，2009年度及び 2011年度には全５集落，約 120戸の灯

をともすことができた（表‐1）。 
１）コミュニケーションのアートとして 

 「あかりがつなぐ記憶」はそれ自体美しい風景作品として，ア

ースワークの流れの中に位置づけることもできるが，同時に，コ

ミュニケーションのアートでもある。下流都市（亀岡市，京都市，

大阪市など）からアートプロジェクトとして観覧に来る人々と，

水没集落を中心とした上流地域の人々との間で，その風景に触発

されたコミュニケーションが引き起こされることを想定している。

そうした機会づくりのために，毎年ダム湖を周遊して各集落の夜

景を観覧するバスを用意している。 
 2007 年度には，水没集落の風景画を描いた画家井上辰夫氏の

回顧展が南丹市日吉町郷土資料館で開催されたのに併せ，旧住民

の方々に集まっていただき，下流からの参加者と「あかり」を観

覧する交流会を実施した。そこに暮らした人々が「あかり」が示

す村の一戸一戸を指し示しながら，水没前の風景や出来事につい

て，熱心に語る姿が見られた。それは下流から参加した市民たち

のみならず，企画側にも強い印象を残した。 
 2010，2011 年度においては，２日間の会期中に約 300 名の来

訪があった。2010 年度に大阪商業大学原田ゼミによって実施さ

れたアンケート調査によれば，１時間から１時間半かけて到達し

ている近隣大都市（下流域）からの来訪者が１／４を占めること，

約４割の来訪者がリピーターであることがわかった 8)。 
 

図‐2 集落配置模式図 

写真‐2 学生による設営風景 
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２）実現までのプロセス 

 「あかりがつなぐ記憶」の原型となるものは，桂川流域ネット

ワークが 2004 年に公募した湖面利用アイディアコンテストに寄

せられたものである 9)。この素案は，評価を集め入選を果たした。

このプランの可能性に着目したＮＰＯ法人アート・プランまぜま

ぜによって，2005 年度にこれを実現するための資金が用意され

た 10)ことから，この計画は「天若湖アートプロジェクト」として 
実現に向けて走り出すことになった。 
 この時点において，「あかりがつなぐ記憶」のコンセプトは完

成していたといえるが，そこには，この巨大なインスタレーショ

ンをどう実現するかといった技術的な提案は全く含まれていなか

った。発光方式，水面に据えるための測量と固定の方法について

は実行委員会内部で直前まで検討が行われた。発光方式について

は太陽電池の充電とＬＥＤでの発光による電気式が採用され今に

至っている。家屋の位置を割り出す測量については，河川管理者

である水資源機構日吉ダム管理所が座標値に基づき基準となる浮

子を設置することとなった。 
（４）プロジェクトのこれまで 

 「天若湖アートプロジェクト」は，「あかりがつなぐ記憶」を

中心としつつも，さまざまなプログラムを併催してきた。その規

模や開催時期の概要を表‐1に示す。 
 気象条件等の影響も受けながら，点灯再現される集落の数は，

年を追って増加してきた。これは「あかり」のコンパクト化や設

営の効率化などの技術的な進歩によるところが大きい。 
 公募による市民参加のプログラムは，2006 年のイルミネーシ

ョンに始まり，2008 年度以降は「あかりがつなぐ記憶」観覧会

場の足元灯づくりの子どもワークショップ（以下「ＷＳ」と記

す）として定着している。2011 年度は，鮎漁が盛んだった地元

歴史を踏まえた，鮎形の足元灯づくりとなり，流域的なテーマの

深いものとなった。 
 サイドプログラムには「あかりがつなぐ記憶」と関連しながら，

地元や流域の環境や伝統を伝えようとするものと，アートとして

の自由な表現を重視したプログラムとに大きく分けられる。アー

トプロジェクトらしさという点から，後者に期待する意見は常に

あったが，その中にはプロジェクトにおける必然性が乏しいと批

判されるものもあった。表現の広がりとテーマの求心性を巡って

は常にジレンマがある。どのような表現が，このプロジェクトの

本質と関わり得るのか，それが惹起する交流の在り方も含めて検

討すべきだというのが現在の実行委員会の方針であり，表現系プ

ログラムは，数としては徐々に絞り込まれてきている。 
 2011 年度には新しい市民的湖面利用の創造という原点に戻り，

アーティストによる湖面利用アイディア展を実施した。これは流

域的観点とアート的な観点の両方を備えたものである。 
 流域連携活動としての評価は高まりを見せており，2010 年に

は「第３回いい川・いい川づくりワークショップ」（主催：いい

川・いい川づくり実行委員会）において，全国の河川環境保全プ

ロジェクトより，準グランプリに選出され，2011 年には韓国蔚

山大学で開催された「第 10 回韓国川の日大会」（主催：Korea 
River Network 及び第10回韓国川の日大会蔚山組織委員会）にて

先進事例としてプレゼンテーションを行った。 
 アートプロジェクトとしては，2009年以来 AAF参加団体との

間でスタッフの交流が行われているが，外部からの大きな評価を

得るには至っていない。 
 

表‐1 天若湖アートプロジェクトのこれまで 
年度 主要プログラム「あかりがつなぐ記憶」点灯集落 

水没集落および流域関連プログラム 主要行事 

の会期 表現系サイドプログラム 

2005 宮村，世木林 
水没集落写真展（新保隆久展），周遊バス運行 

8/27（土） 
ダンスパフォーマンス，音楽ライブ，舞踏，その他 

2006 宮村，世木林 
周遊バス運行 

8/18（土） 
堤体イルミネーション（市民参加） 

2007 世木林，沢田，楽河 
水没集落絵画展（井上辰夫展），水没集落住民交流会， 
水没集落記録映像作品，周遊バス運行，筏復活ＷＳ 

8/19（土） 

ほかに秋季

日程あり

（学生展） 
会場イルミネーション（市民参加），学生展 

2008 宮村，世木林，沢田，楽河 
周遊バス運行，京都からのバスツアー，子どもＷＳ，学

生展 8/9（土） 

音楽ライブ，水辺活動ＷＳ 
2009 宮村，世木林，沢田，楽河，上世木（全集落） 

周遊バス運行，京都からのバスツアー，子どもＷＳ，学

生展 8/8（土） 

〜8/9（日） 音楽ライブ，水辺活動ＷＳ，ライブペインティング，ア

ートＷＳ 
2010 宮村，世木林，沢田，楽河 

子どもＷＳ，周遊バス運行，学生展 8/7（土） 

〜8/8（日） 水辺活動ＷＳ，アートＷＳ 
2011 宮村，世木林，沢田，楽河，上世木（全集落） 

湖面利用アイディア展，子どもＷＳ，周遊バス運行，京

都からのバスツアー 8/6（土） 

〜8/7（日） 
湖面利用アイディア展，水辺活動ＷＳ 

表‐2 天若湖アートプロジェクトの要素群の例 
 水没地域（天若）0 周辺地域（日吉）1 桂川流域2 

（現在）なし 
殿田，田原，胡麻など別

集落の人  々

日吉町内（保野田など）に移転した人  々

京都市，亀岡市，京

北町域の一般市民，

京筏組など市民参加

グループ，山国・黒

田など上流有地域志 

人  々

People 

亀岡市の日吉台や京都市の大枝など，流域内に移転した人  々
【過去】中の船宿，

宮の竹籠産業，世木

林の鮎漁，沢田の分

校，上世木の筏中継

地 
【現在】天若湖，ブ

ラックバス，オオマ

リコケムシ，スプリ

ングス日吉，宇津峡

公園 

各地の伝承と場所， 
田原のカッコスリ， 
日吉神社の馬駈け神事， 
胡麻の分水界，同丸山，

みとき屋及びその周辺，

かやぶき音楽堂， 
芦田新聞舗，旧郵便局， 
その他名産物 

府民の森ひよし，郷土資料館及び移築民家 

保津川下り・伝統的

な筏，亀岡商工会館

（近代建築） 
その他京都の都市文

化等，多数あり 
 

資源 

Resourcs 

桂川の流水，御所や鳥居本へ運ばれた鮎，筏及び木材 
【過去】水没集落の

街並み・土地利用，

植生景観 
【現在】天若湖水

面，周辺の山並み，

植生景観とその季節

変化，日吉ダム及び

スプリングスパーク 

田原川・胡麻川ほか各支

流，日吉の山々，田園風

景等，集落の街並み・土

地利用，植生景観，胡麻

の分水界，同丸山ほか 

大堰川，移築民家 

Google Earth や流域図

にみる山河と都市，

上流の集落景観・植

生景観，下流の都市

景観・植生景観 
 

空間・風景

Environment

桂川，桂川の水中環境（淡水魚等にとっての環境世界） 

メディア群

Media 

絵画（例：井上辰夫展，ひよしぬりえ，ライブペインティング），写真

（例：新保隆久展），インスタレーション（例：あかり〜），染織

（例：丹羽黒豆染），映像（例：ドキュメンタリー「みずになったふる

さと」），ワークショップ（例：杉山さんＷＳ，牛乳パック灯），他 
 

表‐3 要素群のカテゴリー 

 水没地域 

（天若）0 

周辺地域 

（日吉）1 

桂川流域 

2 

人  々 P(eople)-0 P-1 P-2 
資源 R(esources)-0 R-1 R-2 

空間・風景 E(nvironment)-0 E-1 E-2 
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４．プログラムの構成要素とその地域性についての考察 

 天若湖アートプロジェクトは３層の地域性をもつ。第１層は水

没してしまった地域「天若」である。「あかりがつなぐ記憶」に

おける「地元」であるが，既に現存しないという点で特異である。 
第２層は天若湖が存在しイベントが行われる南丹市日吉地域であ

る。通常の意味での地域振興の対象としての「地元」にあたる。

第３層は桂川流域である。 
 このそれぞれの層が，「人々」「資源」「空間・風景」を持っ

ている。これらを表現（メディア）がどのように繋ぐかが，その

プログラムの形を定めることとなる（表‐2）。 
 表‐２において，縦の列にそって「人々」「資源」「風景・空

間」を繋ぐプログラムを構想すれば，「水没地域」「日吉」「流

域」といったそれぞれのスケールの地域のうちに自律したものと

なる。一方，表２の各列を横断するように繋ぐプログラムを構想

すれば，層を超えた交流形のものになる可能性が生じる。 

 表‐２のマトリックスを単純化し，要素のカテゴリーを表‐3

のように名づけることで，プログラムがどの層に属する要素によ

って構成されているかを捉えることができる。例えば「あかりが

つなぐ記憶」は表‐4のように整理できる。 

「あかりがつなぐ記憶」においては，「水没地域」「桂川流域」

に関係する要素は見られるが，「周辺地域」を巻き込む要素に乏

しいことがわかる。これを補うものとして，日吉地域の人々，資

源，空間・環境を援用するプログラムを併催することも考えられ

る。試みに地元住民を巻き込んだ天若湖湖面利活用アイディア展

を構想する（表‐5）。 

 天若湖アートプロジェクトは，回数を重ねるにつれ知名度も上

がり夏の風物詩として定着もしてきているが，現存する日吉地域

からはこれを活用する動きは未だ出てきていない。上記のような

プログラムの分析によっても，メインプログラム「あかりがつな

ぐ記憶」における周辺地域との関わりの薄さが確認される。天若

湖アートプロジェクトの目的（創造的な湖面利用の発見と流域市

民の上流域への共感形成）から見ても，現在の上流域の生活と水

との関わりへの注目は不可欠であり，今後のプログラム開発が期

待される。 

 以上，プロジェクトの構成要素を地域性に応じて区分し，それ

を単位としたプログラムの評価と構想を試みた。この手法は桂川

以外の流域連携，交流プログラムにおいても援用可能であろう。 

 

５．おわりに 

 流域連携活動における「流域」は，具体的な課題（例えばダム

建設の是非，水資源の利用，貴重種の保全など）を持つ「地元」

と，多くの場合利害を異にしながらも，生命，財産と環境の保全

といった実生活と結びついた関わりを持っている。流域の市民は

その水系の利水，治水及び環境について，一定の当事者性を持つ。

流域連携活動は市民にその当事者としての気づきを与える活動と

も言える。本事例においても，この流域に生きることの当事者性

を主題化することが，アートプロジェクト全体に求心力を与えて

きた。 
 同時にこれは多様なプログラムを展開する上での制約要因にも

なってきた。「外部」からやってくるアーティストや観覧者が，

自由な関わり方で地域に刺激を与えることが期待されている一般

的なアートプロクジェクトとは，異なるところである。この点に

ついては，本稿で行ったような地域性の評価に基づくアートマネ

ジメントによって，流域課題を多様な観点から照らし出すプログ

ラムを用意することが可能であると思われる。 
 アートプロジェクトであることによって可能になったものもあ

る。天若湖アートプロジェクトには，ダム事業を推進し管理する

側の人々も，それに批判的な活動をしている人々も参加している。

党派的なものや，ダムの是非論を越えた議論や協力関係が可能に

なっていることについては，アートが介在していることが大きい。

アートは，常識的な視点では捉えきれないものを，顕在化させ知

覚可能にする。またそのアイディアの意外性は，既存の図式的理

解から人々を引き離し，お互いをフラットに立場に立たせるので

ある。 
 淀川水系流域委員会の頓挫や原発事故等，近年は環境と生存を

巡るさまざまな議論が，「３つの原則，７つのルール」が目指し

たような合意形成ではなく，出口の見えない対立の構図に取り込

まれていくように見える。 
 風景は自然と生活文化の総合的な表現として，われわれに等し

く語りかけうるものである。アートの方法によって風景の語りを

人々に改めて開示することは，もう一度共感と合意の形成に向け

ての場をつくることに，繋がっていくのではないだろうか。 
 本事例には，市民社会に新しいコミュニケーションを惹起させ

る，アートとしてのランドスケープの可能性の端緒を見ることが

できるように思う。 
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表‐4 「あかりがつなぐ記憶」の構成要素 
あかりがつなぐ記憶 

プログラム

の概要 
水没した集落の家屋群の位置を割り出し，その直上の湖面にあかりを

浮かべることによって，かつての村の姿を夜の湖面上に再現する。 

併せてその風景を介したコミュニケーションの場をつくる。 

人  々 資源 空間・風景 

要素群 
水没集落住民(P-0) 

流域 NPO(P-2)，下流

都市等からの観覧者

(P-2) 

水没集落の家屋位
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表‐5 周辺地域を考慮したプログラム例の構成要素 

地元住民を巻き込んだ天若湖湖面利活用アイディア展（案） 

プログラム

の概要 
ダムによって新しく生まれた公共空間である湖面について，地元住

民，流域団体，アーティストなどによるＷＳや公募を通じて，創造的

な利活用プランをまとめ，展示を行う。 

人  々 資源 空間・風景 

要素群 
地元住民(P-1) 

流域 NPO(P-2)，流域

市民(P-2)，外部アー

ティスト（P-2） 

湖面(R-0) 

湖沼環境(R-0) 

ＷＳ会場・施設(R-1) 

展示会場(R-1) 

山々の稜線(E-0) 

日吉ダム(E-0) 

天若湖そのもの(E-0)

メディア パネル展示，ＰＣ（パワーポイントやＣＧ），模型など 
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